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表記に見 られる法則性 について
武 部 良 明
1・ 考察の観点
日本語の表記は,目きわめて複雑である。それは,漢字 ・平仮名 ・片仮名
などを混用するとともに,それらの用い方 に個々の要素が多いからである。
そのため,せ っかく 日本語を学習 し始めても,表 記の複雑性に圧倒 され,
その学習を断念する者が出るのは,い かにも残念なことである。
しかし,そのような複雑な日本語の表記の中に全 く法則性が見 られない
かというと,そ うではない。それ らのうち,教育の立揚で役立つのが,音
声表現 をどのように文字化するか,文字表記をどのように音声化するかと
いうこと1こ関する法則である。以下・平仮名 ・片仮名 ・漢字 ・送 り仮名に
分 けて取 り上げるのも,そ ういう.観点からの考察である。これによって複
雑な日本語の表記が多少 とも学習しやす くなれば,それに越 したことはな
いからであるP
2。 平仮名 の用 い方
まず,平 仮名 の用 い方 に関す る法則 であるが,こ こで思 い合 わ され るの
が,内 閣告示 の 「現代 かなづかい」 である。 とい うのは,こ の告示その も
のが33の 細則 か ら成 り立 ってい るか らである。
しか し,こ れ らの細則 がその まま学 習 に役立つ と考 えてはな らないので
ある。 それ は,次 の よ うに書かれた法則 だか らでてる。
『ゐ'・ゑ ・を』 は,『い ・え ・お』 と書 く。
『くわ ・ぐわ』 は,『か ・が』 と書 く。
それは,要 す るに 旧仮 名遣 いの改定 とい う形 で ま とめ られ た法則 であ 弘
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旧仮名遣い を知ち ない 学習者 に とって,全 く役 に 立 たない法則 なのであ
る。 もっ とも,中 には 「[オ1の長 音は 『お う』 と書 く」 の ような示 し方
を した細則 も見 られ る。 しか し,こ の場合 も,そ の例 が 「『あ う』 を 『お
う』 と書 くもの」 の よ うにま とめ てあ り,や は り旧仮 名遣 いの改定 とい う
形 になっているのであ る。 したが って,こ うい う細則 も,目一般 の学習者 に
は役に立 たないわ けであ る。
それな らば,平 仮名の 用 い方 その ものに 法則性 が見 られないか とい う
と,決してそ うい うこ とはない、それ は 「現代か なづかい」 の 「まえがき」
に示 され た次 のよ うな方針 か ら導 き出 される法則 である。
このかなづかいは,大 体,現 代語音 にも とづいて,現 代語 をかなで書
きあ らわす揚合 の準則 を示 したものである.
すなわち,「現 代か なづ かい」は,現 代語 を平仮 名で表記す る場合 に,現
代語音 と平仮名 の用 い方 との間に単純 な対応 を求 めよ うと し た も の で あ
弘 その点 に法則性 を認 める ことが可能 だか らである。
実 は,「現代 かなづかい」 の中 にも こ うい う点 か らま とめた法則 が見 ら
れないわ けではない。 それは,最 後の 「備 考」 に収 め られた10か 条で あ
る。 この方 は 「[ア]列長音 は,Fあ 』列 のか なに 『あ』 をつ けて書 く」 の
よ うに,発 音 の文字化 とい う点 を取 り上 げているか らである。 こ うい うま
とめ方 に従 えぱ・.「『くわ ・ぐわ』 は,『か ・が』 と書 くJで はな く,「[ヵ]
と発音す る部分 は,『か』 と書 く」 とい う法則 が成9立 つのであ る。 更 に
進 んで,「[イ1と発音 す る部分 は,『い』 と書 くJ「[エ1と発音 す る部分 は,
日え』 と書 く」 とい うように まとめ直す ことが可能 である。
ところで,こ うい う関係 を文字の側か ら見 ると,次 の よ うになるわ けで
ある。す なわ ち・1カ1を書 くときに用 い る平仮名rか 』は,そ の文字の名
称 として も[カ1である。 この点 は,た とえば英語 において,lk]と発 音す
る部分 を書 くときに用 いる文字 『K』の名称 が[keilと呼ばれ るの よ りも
単純であ る。 したが って,平 仮名の用 い方 に関 しては,そ こに次の よ うな
法則 を導 き出す ことがで きる。
それぞれの平仮 名は,そ の文字の名称 と同 じ発 音 を表記す る揚合 に用
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いる。
これ に,長 音 ・よう音 ・促音の表 記 をま とめた目「備考」 の10か 条 を併せ
た ものが,学 習 に有劾 な法則 とな り得 るのであ る。
しか しなが ら,こ うい う法則 が求 め られるか らとい って,発 音 を知 って
いる語 が容 易 に文字化 できると考 えてはな らないのであ る。 それは,上 記
の法則 が例外 を持 つ原則 だからであ る。すなわ ち,あ る音 に対 し常 に1種
類 の文字 が対応す るわ けではな く,2種 類 の文字 の対応す る揚合 も見 られ
るのである。例 えば,[オ ・ワ ・エ ・ジ ・ズ】や[オ]列長音 ・[エ1列長音 の
揚合 が これであ る。
まず,[オ ・ワ ・エ]の場合であ るが・ これ は・助詞 の 「を ・は ・へ」 が
『を ・は ・へ』 と表記 され るからである。 す なわち,[オ カシオ1に おいて
『お か しを(お菓子 を)』 のように 『お』 と 『を』 を書 き分 けなけれ ばな ら
ないのであ る。[ワタシ列[エ キエ]に おける 『わ ・は』『え ・へ』 の書 き
分 けも同 じであ る.[オ ・ワ ・エ1に対 して 『を ・は ・へ』 を正 しく対応 さ
せ るた めには,そ れ らの発音 を語 として正 し く理解す る ことが先行 しなけ
れ ばな らないのであ る。つま り,こ うい う揚合 の 『を ・は ・へ』 は,単 に
発音 との対応 とい う点か ら見ての例外 になるだ けでな く,平 仮名の用 い方
そ のものの例外 とな ってい るわけであ る。それは・他 の場合 の平仮 名が発
音 との対 応 において表音文字 として用 い られ るのに対 し,特 定の意味 を持
つ語 に対す る文字,表 語文字 として用 い られてい るか らで ある。
ところで,平仮名 の用 い方 に語 の表記 とい う考 え方 が必要 な ことは,rじ・
ぢ』『ず ・づ』の書 き分 けについ て も言 えるのであ る。 それ は,旧 表記 の
『ぢ ・づ』 を 『じ ・ず』 と書 く原則 に対 し,「2語の連合」 「同音 の連呼」 の
揚合 にrぢ ・づ』 を残 したからであ る。その ため・rさかず き(杯)』rみか
づ き(三日月)』の書 き分 け,『い ち じる しい(著 しい)』『ちぢむ(縮む)』の
書 き分 けが行 われ る。同 じ[キズ ク1を 『きず く(築く)』『きづ く(気付 く)』
と書 き分け なければな らない。 これ ら も,ま ず語 として正 しく理解 しなけ
れ ぱ,書 き分 けられ ないのである。 その うえ,『ぢ ・づ』 を残 したの は,語
の構成 と表記 の形式 との対応 に関す る法則 を優先 させ たか らで もある。 そ
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れ は,次 のよ うに対照 させ た場合 に見 られ る法則 である。
傘お(顔)一よこがお(横顔)目 て(手〉一 うしろで(後ろ手)
ち牟 ら(力)一そこぢか ら(底力)つ な(綱)一いのちづな(命綱)
ちゃわん(茶碗)一 ちゃのみ ぢゃわん(茶飲 み茶碗)
かがむ(屈む)ち ぢむ(縮む)つ づ る(綴る)
それは,要 す るに語 の構 成要素 として同一 であ りなが ら発音の際に濁音 と
な るもの を,濁 点の添加に よって表記 す るとい う法則 なのであ る。
次 に,[オ]列 長音 の場合で あるが,こ の方 は 「[オ]に発音 され る 『ほ』
は,『お』 と書 く」 が 『お』列 仮名 に続 く揚合 に も適用 され るため,同 じ1オ
ー1で も 『お うさま(王様)』 『おお きい(大 きい)』 を書 き分 けるか らであ
る。[コー リ】を 『こうり(行李)』 と書 くか 『こお り(氷)』と書 くかは,語
の立揚 で とらえなけれ ば決 ま らないのである。 同 じことは 『ていねい(丁
寧)』『ねえさん(姉さん)』の書 き分 けにつ いて も言 えるわけである。
もっ とも,以 上 の ような複雑 な部分 も,平 仮名の 用 い方 全体 か ら見れ
ば,ご ぐわずか の例外 とす るこ とがで きる。 しか し,こ れ らの例外 を除 け
ば,.その他 は発音 を知 っている語が容易に文字化で きるか とい うと,そ う
で もないのであ る。正 し く文字化す るため には,個 々の発音 を平仮名化で
き る要素 として正 し く習得す るとともに,平 仮名化で きる単位 として区切
らなけれ ばな らないか らであ る。そ うい う点 で問題 にな るのが,無 声音 ・
有声音 の区別,短 音 ・長音の区矧Lは ねる音[ン1と つまる音[ッ]の 存在,
母音の無声化 な どであ る。 『かんけい』『かんげい』 を書 き分 け,『 おば さ
ん』『お ぱあさん』 を書 き分 けるためには,[ケ 」と[ゲ1を識 別 し,1バ1と
[バー 1を識別 するこ とが先行す る。 『しんだい ・さんば し ・さんがい ・で
ん わ』な どにおいてrん 』 を落 とさないためには,そ こに発音上 の単位 と
して.の[ン1の存在 が意識 できなけれ ばな らない。 同 じことは,『がっこ う・
さっそ く ・はったつ ・いっぽ う』 な どにお ける 『っ』 について も言 えるの
で ある。 また・『きおん ・しゅじん』 にお ける[キHシ ュ]と それ の無声化
した 『き く ・げ しゅ く』 における[キ]]シュ1とは,実 際 にはそれぞれ異 な
る発音である。後者の揚合 には,そ の母音 を有声化 しなけれ ば,対 応す る
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平仮名表記 を見付 ける ことができない のであ る。
そ こで問題 になるのは,ど のよ うにすれ ば正 しく平仮名化 できる発 音 と
して とらえ ることができ るか とい うことであ るが,こ れはいかに発 音 だけ
練習 して も,効 果は上が らないのであ る。それ よ りも,そ れぞれの語 にっ
いてその発音 を文宇表記 との対応 におい て定 着 させ ることが必要な のであ
る。r図書館」 とい う語 を発音させた場合 に それが耳 で 確か めてい かに正
し く[ト㌢ ヨカ ン】と聞 こえようとも,本 人 が文 字化す る揚合 に 『と しょう
かん』 と書 くようでは,そ の人の.頭の中で 「図書館」 の発音 が正 し くとら
え られ ている とは言 えないのである。 それぞれ の語 の平仮名表記 を覚 え る
こ とは,そ れ らの語 の発音 を正 しく覚 え る手段 としても役立 っのであ る。
以上 は,発 音 を知 っていて文字 化す る揚合 を考 えたのであ るが,逆 に,
平仮名 で書 かれてい る表 記が容易に音声化で きるか とい うと,こ の方 も単
純 ではないのであ る、それは,あ る文字 に対 し常 に1種 類 の音 が対 応す る
わ けではな く,2種類 の音 の対応す る揚合 も見 られ るか らである。例 えば,
助詞 にも用 い られ る 『は ・へ』 や長 音符号 として も用 い られ る 『う ・い』
の揚合 がこれ である。
まず,『は 』 であ るが,助 詞 「は」 の揚合 は[ワ 】と発音 しなけれ ばな ら
ない。 す なわ ち,『はなは(花ほ)』にお いて[ハナ ワ]のよ うに[ハ】[ワ1の
読 み分 けが必要 であ る。 しかも,こ の助詞 「は」 は,「のは ・とは ・か ら
は」 な どのほか,次 の ような場合に も及 んでい るか ら複雑 であ る。
あ るいは もし くは おそ ら くは ねがわ くは
お しむ らくは または さて は いずれは ついては
す なわち,こ れ らの 『は』は,語 としての理解 が先 行 しな けれ ば,正 しく
音 声化 で きないの である。 同 じこ とは,該 当例 の 多少 こそあれ,助 詞 の
「へ」 について も言 え.るのである。 た だ し,助 詞 の 「を」 の場合は,[オ]
と音声化す る助詞 だ けに用 いられ て い るた め,問 題が 起 こ らない のであ
る。
次 に 『う』 の揚合 であるが,こ の方 は,【 ウ]列や[オ1列の長音 を書 く揚
合 の長音符号 として も用 い られるか らであ る。 そのた め,『 う■ が,『 う』
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列文宇 および 『お』列文字 の次 に来 る場合 の音声化 が問題 であ る.す なわ
ち,『す う』や 『こ う』 は,「数」「甲」 において1スー][コー]と す るとと
もに少 「吸 う」・「請 う」 において1ス ウ1【コウ1としなけれぱな らないか らで
あ る。 そ うして,こ うい う揚合 にも,そ こに語 としての理解 が先行す るわ
けであ る。『ふ うう.・しろ うま』 が[フウー ・シローマ1でな く1フー ウ ・シ
ロクマ】であ るた めには,こ れ らを 「風雨 ・白馬」 と読み取 るこ とが必要
である、 同 じことは,長 音符号 『い』 について も言 える。 『へ いい ・しつ
けいと』 において[ヘイ ー ・シツ ケー ト1でな く[ヘイイ ・シツヶイ ト1と音
声化するの も,こ れが 「平 易 ・仕付 け糸」 だか らである。『こ うし』『けい
ろ』が1コ ー シ1か1コ ウシ1か,1ケ ー ロ1か[ケイ ロ1か も,「格子 ・小牛」
「経路 ・毛色」 を語 として読 み取 らなければ決 め られ ないわけである。
もっとも,こ のよ うな複雑 な部分 も,平 仮名 の用 い方全体 か ら見 れば,
ご くわずかの例外で ある。 しか し,こ れ らの例外 を除 けぱその他 は平仮名
表記が容易 に音声化 できるか とい うと,そ うで はない。正 し く音声化す る
ためにはアクセ ン トを付 け加 えなければな らないのに対 し,平 仮名表記 そ
の ものはアクセ ン トを表 してい ないか らであ る。『は し』 の揚合 に[ハ1を
高 く{シ1を低 く発音す るためには,そ れが 「箸」 とい う語 の表 記であ るこ
を理解 する ことが必要 であ るQ
つま り,平 仮名 で書 かれた もの を正 しく音声化 す ることは,個 々の平仮
名の読み方 を覚えた程度では無理 なので あう.そ れは,『は ・へ ・う ・い邊
のような例外 的要 素 に注意す るこ とを 心掛 けて も無理 であ る。 原則的 に
は,そ こに表記 され ているすべ ての語 が,音 声表現 として既習 であ ること
が必要 である。そ うでなけれ ば,語 として理解せず に,た だ一 つ一 つ拾 い
読 みす るとい う悪 い癖 が付 くだ けであ る。特 に初歩 の段階 におい て音声表
現 を重視 す るのは,こ の面 か ら見 て も効 果的な 教育法 だ と言 えるので あ
る。
3・片仮名の用い方
次に,牛 仮名の用い方 に関する法則を取 り上げることにする。 片仮名
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は,一 般 の漢字仮名交 じ り文において,主 として欧 米語 か ら日本語 に取 り
入 れ られた語 の表 記に用 い られてい る。そ うして,こ の点 で思い合 わ され
るのが,国 語審 議会報 告 「外来語の表記」であ る。 とい うの は,こ の 「外
来語の表記」そ の ものが,19の原則 か ら成 り立 っているか らである。
しか し,こ れ らの原則 は,決 して単純 な法則 では ないのであ る。 それ
は,そ の 「まえがき」に書 かれ てい るとお り,「原語 のつづ り,ま た は発
音 に近 い書 き表 わ し方」 をする揚合 と,「原語 のつづ り,ま たは音 か ら離
れ て,そ の 一部分 を国語化 して 書 き表 わす もの」 とが見 られるか らであ
る。同 じ[tilに対 し,『テ ィー』や 「アーテ ィス ト』 と 『テ ィ』 を用 いる
のが前者 であP,『 チーム』や 『エチケ ッ ト』 と 『チ』 を用 いるの が後者
である。す なわち,[亡qについては,次 のよ うにま とめ られ ている。
原 音 における1司 の音 は,な るべ く 『チ』 と書 く。 ただ し,原 音 の
意識 がなお残 っている ものは,『テ ィ』 と書 いて もよい 。
この ことは,原 語 の1司 に対 して 『チ』 とPテ ィ』 の二 つが対応す るとい
う複雑性 を持 つわけである。 しか も,ど うい う場合 に 「原音 の意識 がなお
残 っている」 と判定 して 『ティ』 を用 いるかにつ いて,学 習者 の判断 に任
せ られていないのは当然 である。
したが って,学 習者 に とって は,[司 に対 して 『チ』 が対応 する場 合 も
あ り,『テ ィ』が対応 す る揚合 もあ る,と い うことになって しま う。 こ うな
ると,そ れ ぞれ の語 にっ いてそ の表記 を覚 え るよ り仕方 が ないのである。
同 じことは,次 の よ うな対応につい ても言 えるのであ る。
子音 の対応
トラス ト/ツ リー ドライ ブ/ズ ロース
プラッ トホーム/フ ィア ンセ ベ ランダ/ヴ ェール
ジ レンマ/ビ ルディ ング セパ ー ト/シ ェー ド
ゼ リー/ぺ 一ジェ ン ト イ コ.一ル1ク ォー ター
タ クシー/テ キス ト ジ ュラル ミン/プ ロデ ューサ ー
母音 の対応
メーデー ノエィ ト ボー ト/ボ ウリング ライ ター/ハ ンマ
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ピアノ/ダ イヤ キャッ ト/ラ ッ ト
はね る音,つ まる音の有無
コンマ/コ ミュニケ シャッター/コ ピー
そ うして,こ のよ うな対応 を更 に複雑 に しているのが,外 国 の地名 の書 き
方 において,文 部省 ・社会科手 びき書r地 名 の呼 ぴ方 と書 き方」 が適用 さ
れてい るとい う・こ とであ る。 例 えぱ,普 通名詞 として 『ウイ ・ウエ ・ウ
オ』 と書 かれ る部分 が,地 名 として 『ウィ ・ウェ ・ウォ』 とな るな どボ こ
れで ある。
これ を要す るに,原 語 を知 っていてそれ をいか に片仮 名化 す るか とい う
こ とは,決 して単純 な法則 では処理 し切れ ないのであ る。 しか し,そ れ だ
か らといって,外 来語 の表記 び極 めて複雑 な法則 によって処理 され なけれ
ばな らないか とい うと,そ うではないのである。 それ は,学 習 に当たって
必要 なのが,ど うい う発音 の原 語 をど う文宇化 するか と い うこ とではな
く,日 本語 として ど うい う発音になってい る語 にど うい う片仮 名表記が対
応 してい るか とい うこ とだか らであ る。そ うして,こ の点か ら見 る と,「外
来語の表 記」 は,「現 代かなづかい」 よ りもず っ と単純化 されて いる こと
が分 かるので あるpそ れは,『ヂ ・ヅ ・ヲ』 を用い ない だけで な く,そ れ
ぞれ の片仮名 および その組 み合 わせ と それ ぞれ の発音 との問 に.,すべ て
1=1の開係 を成 り立 たせ て い るか らであ る。 片仮名 の用い方は,そ の点
で,平 仮名 の用 い方 よ りも著 し く表音的 であ る。一般 に,言 語表現 となっ
てい ない音 を書 き表 す ときに片仮 名 を用 い るのも,片 仮 名表 記の持つ この
よ うな特 色 炉利用 で きるか らである。
しか しなが ら,こ うい う単純 な法則 が求 め られるか らといって,こ の場
合 も,発 音 を知 っている語 が容 易に文字化 でき ると考 えてはな らないので
ある。あ るいは,平 仮名 の用 い方 に習熟 していて,そ れぞれに対 応す る片
仮 名 を覚 えれば,そ れで片仮 名が 自由に使 い こなせ ると考 えて もヤ》けない
ので ある。発音 を知 ってい る片仮 名書 きの語 を文字化す るた めには・個 々
の発音 を片仮名化で きる要素 として正 しく習得す る とともに,片 仮名化 で
きる単位 として区切 らなけれ ばな らないか らである。 その点 では,片 仮 名
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1によって書 き分 け られ る発音 の種類 が,平 仮名の揚合 よ り多 い とい うこ と
も見 のが してはな らない。す なわ ち,平 仮名 にない要素 として 『ヴ』お よ
びr一(長 音符号)』 を用 い るとともに,小 文字 の方 もrヤ ・ユ ・ヲ』 だけ
で な く 『ア ・イ ・ウ ・エ ・ね との組み合 わせ を用 い ること,次 の とお り
で ある。
ウィ.ウ ェ ウォ クァ シェ チ ェ ツ ァ ツ ェ
ツォ ティ フ ァ フ ィ フ ェ フォ
グ ァ ジ 出 ディ デ ュ ヴァ ヴィ ヴェ ヴォ
これ らぽ すべ て1音 節 に対 する表記 である。 したがって,こ の中にあ る
『ウィ』 と,小 文字 に しない2音 箇 の 『ウイ』 とは異 なるのである。 同 じ
ことは,そ の他の表 記 について も言 えるのである。
そ うして,更 に問題 にな るのが,平 仮名 の揚合 と同 じような発音 の区別
である。す なわち・無声音 ・有声音 の区別 ・短 音 ・長 音の区別・はね る音
[ン]とつ まる[ッ 】の存 在,母 音 の無声化 な どである。『チブス』 でな く
『チフス』 と書 き,『バ ック』『バ ッグ』 を書 き分 ける,あ るい は 『アル ミ
ニ ウム』 『ボ リュー ム』,『バ ター』『バ ッター』 を書 き分 ける ことが必 要で
あ る。また,こ の よ うな紛 らわ しい揚 合 だけでな く,そ れ ぞれの語 につい
て,そ の発 音 を文字表記 との対応 におい て定着 させるのが 好 ま レい こ と,
平仮名表記 の場合 と同 じである。そ の うえ,外 来語 の片仮 名表 記 を覚 え る
こ とは,目 本語的 な発音の特色 に習熟す る手段 として も役 立つので あ る。
もっ とも,学 習 の初歩 の段階 において,原 語 の発音 を どの よ うに片仮名
化す るかが問題1こな ることもある。 それは,外 国入 としての学習者 が,と
か く自分 の氏名 や国名,そ こでの学校名 や住所 な どを,片 仮名で書 きたが
るか らであ る。その揚合,片 仮 名 をすでに習得 してい るか らとい って,そ
れ らの外 国語 が容 易年 片仮名化 でき る と考 えては な らない のである。 ま
た,正 しく片仮名化 できないか らとい って,そ の学習者 の片仮名 の習 得 が
不 十分 だ と評価 してはな らないのであ る。それ は,「外来語 の表記」 の 「ま
えがき」 に も述べ られ てい るよ うに,片 仮名表記 が 「原語 の発音 と してわ
れ われ が聞き取 る音 を基準」 としてい るか らであ る。 この場 合 の 「われわ
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れ」 とい うのは,目本語を母国語 として育った人々であ り・その人々の聞
き取る発音 というのは・ 目本語的な音韻のわくを通 しての聞き分けであ
る。そ ういう高等な能力 を初歩の学習者に要求するのは全 く無理なことで
あり,また不必要なことである。 したがっで,片仮名化 したい とい う学習
者 の希望に対 しては,それぞれの語に対する片仮名表記を個別的に指導す
ることが好 ましいわけである。
以上は,発 音を知 っていて文字化する揚合を考えたのであるが,逆 に,
片仮名で書かれている表記が容易に音声化できるかというと・.この方 も,
平仮名表記 の揚合 より単純である。しかしき ここでも注意 しなければな ら
ないのは・片仮名表記が決 して原語そのものに対す る表記ではないとい う
ことである。
すなわち,片仮名で表記 された外来語 というのは,す でに日本語の一部目
となっているのである。すでに原語 との問に,意味 ・用法だけでな く,発
音にも異同の生 じていることを忘れてはならないのである。原語の発音が
正 しく写せないためにやむをえず似 た発音の表記で問に合わせているので
はなく・そ うい う片仮名表記 の表す発音そのものが,日本語 としての発音
なのである。学習者の中には,と か く原語の発音 を復活 させて理解の助 け
にする傾向も見 られるが,こ うい う行 き方 も決 して好ましいことではない
のである。
そうい う点で特に問題になるのが,母 音の添加による音節数の増加 と,
高低アクセン トヘの転換 である、 原語において2音節の 「spo出ght」が
『スポットライ ト』 という片仮名表記において7音節に なるなどが前者 の
例である。また,原語において[sp5tlait]と前半の母音 に強いアクセン ト
が付くのに対 し,[ス]が低 く,[ポットラ1が高 く・1イト]が低 く発音 され
るなどが後者の例である。つまり,片仮名で書かれている語 を正 しく音声
化するためには,そ れぞれの語が音声表現 として十分に練習 できていなけ
ればならないのである。そ うで倒 ナれぱ,い たず らに原語の発音 を復活 さ
せたり,一字一字拾い読みするなどの悪い癖が付 くだけである。
1D_
4・ 漢字の用い方
以上 が平仮名お よぴ片仮名 の用 い方 に関す る法則 につい てで あるが,同
じことを漢字 につ いて考 える揚合,極 めて複雑 である。そ れは,発 音 を知
っている語 が容易 に文字化 できない か らであ り,漢 字 で書 かれてい る表記
が容 易に音声化 できないか らである。
まず・・発音 を知 ってい る語が容易 に文字化 できない とい う点か ら取 り上
げることにする。 これは,同 音の漢字 が多 く,同 じ発音 に対 していろい ろ
の表記溺対応 する か らであ る。例 えば,音 読す る漢字 の揚 合,[タ イ】とい
う音 に対応 す る漢 字 として 『大 ・退 ・体 ・態 ・対 ・胎 ・…』 な どがあ り,
[セイ]とい う音 に対応 す る漢字 として 『成 ・声 ・勢 ・制 ・生 … コ な どが
ある。その ため,1タ イセイ】とい う語 に対す る表 記 として 『大成 ・大声 ・
大勢 ・退勢 ・体制 ・態勢 ・体勢 ・対 生 ・胎生 ・……』 な どが あ り,ど の表
記 によって文字化 した ら よい か,全 く見 当も付 かないわ けである。 しか
し,こ れ らの語 の場合 は,本 来漢 字表記 とい う形 で存 在す る語 が音声表現
に用い られ てい る と考 えた方 が扱いやすい のである。漢 字音読語 にた くさ
んの同音語 があるに もかかわ らずそれ らが音声表現 としても使 い分 け られ
ているのは,そ れ らの語 がそれ ぞれ独 自の意 味 ・用法 を持 つだ けでな く,
独 自の漢字表記 を持 ち,そ の面で異同 が明 らかになるか らであ弓。 した が
って,漢 字音読語 につい ては,一 つ一 つ発音 ・意味 ・用法 を習得 す るとき
に,そ の文字表記 を 習得 して いか なけれ ば な らないのである。 そ うで も
しなければ,音 声表現 か らの文字化 な ど,全 く不可能 なのであ る。
しか しなが ら,漢 字 の用い方が 全 く個 々別 々になって い るか とい うと,
そ うい うわけでは な く,そ こにある種 の法則性 が見 られ るのであ る。それ
は,次 の よ うにま とめられ る法則 であ るo
それぞれの漢字 は,そ の漢字 固有 の発 音だけでな く,そ の漢 字固有 の
意味 を併 せ持 ってお り,同 じ発音 の文宇で も,そ の意味 の異 同 によっ
て用い分 ける。
この点で漢字の場合 は,平 仮名または片仮 名の用 い方 と根本 的 に異 なる用
い方 になるわ けで ある.す なわち,発 音 は同 じ[タィ1で も,r大 』はrお
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おきい」,『退』は 「しりぞ く」 というように意味が異なり,その点でこの
二つは,語 の構成要素 として全 く別のものだということである。 レかも,
好都合なことに,多 くの場合,そ れぞれの漢字の意味がそのままその漢字
の訓としての読み方にもなっている。すなわち,r大』を訓でrおおきい」
と読むのは,『大』 という漢字の読み方の一つであるとともに,『大』 とい
う漢字そのものの意味をも表しているわけである。
そのうえ,こ のような個々の漢字の意味がそれを含む語の意味の中でど
のような部分を占めているかに関しても,次 のような法則性が見 られるの
である。
(1)上の漢字の意味が下の漢字の意味に係っていく揚合
例 月末 美人 休 日 最高 確定 快走 雷鳴 前進 射殺 平然
(2)下の漢字の意味が上の漢字の意味に係ってい く場合
例 開店 乗車 有名 多言 不動 被疑
(3)同じ意味の漢字が続 く場合
例 根本 貧乏 申告 再三 黙々 少々
(4)反対の意味の漢字が続 く揚合
例 昼夜 売買 晴雨 高低 安否
すなわち,ど のように多 くの同音表記があろうと,それぞれの構成要素の
持つ意味が,そ のまま漢字音読語の意味の一部になっていることに変わ り
はないのである。 したがって,漢字音読語 の持っ意味をその構成要素 にな
っている漢字の意味 との関連において定着 させれば,同音の漢字の書 き分
けも,おのずから明 らかになるのが一般 である。
同じことは,漢 字訓読語の揚合の書 き分 けについても言えるのである.
漢字の中には同じ訓 を持つ文字,す なわち異字同訓の文字が見 られること
周知のとおりである。そ ういう揚合は,そ れぞれの漢字の意味に当たる目
本諾が同じなのである。しかし,漢字 の方が更に細かい意味の違いを持っ
ている揚合,そ れを重んじて書き分けるのが,こ うい う揚合の漢字の用い
方なのである。 例えば,町申』も 『延`も 「のびる ・のぱす」 とい う同じ
訓 を持っているが,そ れぞれの表す 「のびかた ・のばしかた」が異なるわ
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けである。そうして,そ の違 いが,次 のような用例に現れ るのである。
伸びる ・佃ばす一・…草が伸びる 身長が伸びる 学力が伸びる
手足を伸ばす 勢力 を伸ぱす
葬 びる ・延 ばす……地下鉄が郊外まで延びる 寿命が延びる
出発 を延 ばす 開会 を延 ぱす
した騨って,考 え方 としては,音 声表現 として[ノビル1とい う語 があって
それが 『伸 ぴる ・延 びる』 と書き分 けられ るのではな く,『伸 び る』 とい
う表記 の[ノビル1と 『延 ぴる』 とい う表記 の[ノビル】とは,そ れ ぞれ 固有
の意味 を持 つ別 の語 と考 えた方が扱 いやす いわ けであ る。 この場 合 は 日本
語 としての語源 が同 じではあるけれ ども,根 源的 に も異 な る 『折 る』 『織
る』 の場合 と同 じ扱 いに した方 が好都合 なの である.す なわ ち,「同 じ発
音 の文字 で も,そ の意味 の異 同に よって用 い分 ける」 とい うのは,漢 字音
読語 の揚合 だけでな く,漢 字訓読語 の場合 に も当てはま るの である。
以上 は,発 音 を知 っていて文字化す る場合 を考 えたのであ るが,次 に漢
字 で書 かれてい る表記 が容 易に音 声化 できない点 を取 り上 げ る こ とに す
る・ この方 は・一 つの漢宇 に幾つ もの読 み方 があ り,ど れ に よって音声化
した らよいか,簡 単 には決 まらないか らで ある。 例 えぱ,『下』 とい う字
の読み方 であ るが,「当用漢字改定音訓表Jに は 次の よ うに 掲 げ られ てい
るD
ヵ ゲ した しも もと さげる目 さが る
くだ る くだす くださる お りる お ろす
しか し,実 際問題 としては,こ れ らの読み方 を全部習得 していて も,次 の
よ うな表記 を何 と読 むかは導 き出せ ないのであ る。
下流 下水 下 降 下車 落下 下落・
この場合,そ れぞれ[カ リュー ・ゲスイ ・カコー ・ゲ シャ ・ラッヵ ・ゲ テ
ク】とい うように,[カ]と 読んだ 虹 ゲ1と読 んだ りす るのは,そ れぞれの
語 として決 ま ってい るか らである。訓 読 について も,特 に送 り仮名 の付 か
ない場 合の読み方 が問題 になるわ けである。
もっ とも,個 々の漢字 につい て見 ると,例 え ぱ,「音訓表Jに 掲 げ られ
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た読み方 が1種 類 に限 られ ている もの も少 な くない。『婦[フ]・昨[サ ク1・
斥 【セキ].・典[テ ン]・百[ヒ ャク】』 な どの場合 が これである。 しか し,こ
れ らの揚合 でも,実 際の音声化 に変化 のある こと,次 に示 す とお りであ
る。
婦人[フー]/新婦[一プ1昨 日1サク 】ー!昨 今[サ ッ 】ー
排 斥[一セキ1ノ斥候[セ ッー1式 典[一テ ン1!香 典 トデ ン]
二百[一ヒャク1/三 百[一ビャ ク1/六 百[一ピャ ク1ノ百本1ヒ ャッヨ
三百本[一ビャッー1/六百本1一ピャッー]
したがって,「音訓表 」 での読み方 が1種 類 であって も,そ の漢字 が常 に
そ の読 み方 で音声化 され ると考 えてはな らないのである、更 に,実 際 の漢
字 仮名交 じ り文 につ いて見 る と,そ こには1日表記 での読み方や,固 有名詞
での特別 な読み方 も見 られ るわ けであ る、す なわち,完 全 に1種 類 の読み
方 しか持 たない漢字 な ど,存 在 しない と考 えて もよいのである。
その うえ,正 しく音声化す るためには,そ の語 のア クセ ン トを付 け加 え
な けれ ばな らない こと当然 である。要す るに,漢 字 で書 かれ てい る語の習
得 に当たっては,特 に漢字音読語 の場合,そ の語 の表記 とともに,そ の都
度,発 音 ・意味 ・用法 を習得 していか なけれ ぱ,正 しく音声化で きない の
である。 その語 を構成す る漢字 が既習 であって も,そ れ を音声化す るには
高 等な類推力 が必要 であ り,そ うい う能力 を初歩 の学習者 に要求 してはな
らない のであ るo
ところで,漢 字 の場合 は,容 易 に文字化 できず,容 易 に音声化 できない
だけでな く,そ の種類 が著 しく多い ことも問題 であ る。平仮名 ・片仮名 の
揚 合はその種類 が限 られ てお り,五 十音表 のよ うなま とまった表 にす るこ
とも行 われ てい る。 これ に対 し・漢字 の場 合 は・ これ だけ と全部 を並べ上
げることができない くらい多い のである。一般社会生活 において使 用 され
る漠字 が 「当用漢字表Jを 目安 にす る として も,そ こに掲 げられた1850
字 でさえ決 して少 ない数 とは言 えない のである。平仮名 ・片仮名 の場合 に
は短期 間 に全部習得す ることに よ 窮 表記 に親 しみ を持つ ことも で きる
が,同 じ試 みを漢字 につい て行お うとして も,そ れ は全 く不可能 なこ とで
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ある。漢宇の場 合 には,平 仮名 ・片仮 名の揚合 と異 な り,.そのすべ て を習
得 する ことな ど意 図 しな くて もよいのである。
これ を要す るに,漢 字 の用 い方 は,平 仮名や片仮名 の場合 と異な り,著
しく複雑 である。 しか しなが ら,漢 字 の用 い方 がこのよ うに複 雑だか らと
い って,そ のために 日本 語の学習 その ものが著 しく困難 だ と考 えては なら
ないので.ある。それは,漢 字仮名交 じ り文 において漢字 が どのよ うな部分
に使 われ ているか とい うことを考 えれ ば,お のずか ら明 らかであ る。
た とえば,[ミズオ ノミマス][シンプンオ ヨミマス1とい う場合であ る魁
一般 に これ が 『水 を飲 みます』『新 聞 を読みます』 とい う形 になる。 すな
わち,『水 ・新 聞』 を漢字 で書き,『を ・ます』 を平仮名 で書 き,『飲 み ・読
み』を漢字 と平仮名 で書 く。 したがって,こ こか ら次 のよ うな法則 を導 き
出す こと騨できる。
実質的 な意味 を表す部分 を漢字 で書 き,助 詞 ・助動詞や語形変化 を表
す部分 を平仮名 で書 く。
これは,漢 字仮名交 じり文 の表記 に見 られ る最 も基本的 な法則 と考 え られ
る ものである。 もっ とも,中 には,『あめ をな めます』 のよ うに全部平仮
名 で書 く場合 もあ り,『ビール を飲 み ます』 のよ うに片仮名 を交ぜ る揚合
もある。 しか し,こ れは本来 『飴 を砥 めます』『麦酒 を飲 みます■ と書 く
べき形 であ りなが ら,そ の漢字 の部分 が現代表記 において平仮名 または片
仮名 になった例外 なので ある。 要す るに,「 当用漢字表」や 「当用漢字改
定音訓表」 が適用 され たためであ り,そ こに別 の法則 が重 なってい るにす
ぎないのである。
ところで,目 本語 の構成 とい う点か ら考え る と,実 質 的な意味 を表す部
分 とい うのは,知 識 とともに使用 され る要素 である。それは,知 識 が増 え
るに従 って増 えてい く部分 であ り・一般 に 目本 語 を使 ってい る人 で も,そ
の分量 に著 しい差 のある部分 である。 この部分 についてあま り知 らな くて
も,目 本語 を使 ってい るこ とに変 わ りはない,そ うい う部分 で ある。 これ
に対 し,平 仮名で書かれ ている部分 は,一 般 に文法要素 と言 われてい るも
の である。それは,日 本 語 の基本 をなす部分 であ り,目 本語 を優 ってい る
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人が 自由に使いこなしている部分である。 この部分が使いこなせなけれ
ば,そ の人は日本語 を使っていることにならないような部分である。した
がって,日 本語全体か ら見れば,漢 字で書かれる部分 を余 り知 らなくて
も,・平仮名で書かれる文法要素 さえ習得 していれば,そ の人は日本語を習
得 したことになるとも言えるのである。
っま り・漢字 というのは,日 本語の表記 とい う立場から見ると・ 平仮
名 ・片仮名 とは全 く異なった種類の文字なのである。漢字 とい うのは,実
質的な意味を表す部分の構成要素 として使われているか らである・ どの言
語でも,実質的な意味を表す要素を全部並べ上げることは困難である目。同
じように,漢 字を全部並べ上げることができな くても,それはやむをえな
いのである。どの言語でも,実質的な意昧を表す要素は,一 つ一つ習得 し
なければな らないのであり,同じように漢字 も,一つ一つ習得 していけば
よいのである。その種類の著しく多いことに圧倒 されるには及ぽないので
ある。
5・ 送 り仮 名の付け方
漢字で書 かれ る語 の中には,『降 る ・重 い ・後 ろ ・必 ず』 などの ように,
平仮名 を添 える ものがある。 こ うい う揚 合 の 『る ・い ・ろ ・ず』 などが送
り仮名で ある。
す なわ ち,こ の場合 の考 え方で あるが,問 題 になるのが,送 り仮名 を除
い た漢字 の部分 をそれぞれの揚合 に何 と読 むか とい うこ とで ある。 とい う
のは,こ うい う場合 の 「降 ・重 ・後 ・必』 の読み方 に関 し,「ふ ・お も ・う
し ・か な ら」 で あると考 えがちだか らである。 しか し,こ の考 え方 は,漢
字 を訓読す る揚合 の原則 に反す るのである。 この場合 は,「ふ る ・お もい ・
うしろ ・かな らず」 とい う読 み方 その ものが,そ れぞれ の漢字 の訓 なので
ある。 それ は,漢 字 の訓 としての読み方 とい うのが,そ の漢字 の意味 に当
た る目本語 だか らで ある。 つ ま り,『雨』 とい う漢字 を訓 として 「あめ」
と読むの と同 じ理 由で,『降』 とい う漢字 を 「ふ る」 と読 むのである。 そ
うして,そ の場 合 にその読みの一部 を漢字 の外 に送 り出 し・ これ を平仮名
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で添 えるのが送 り仮名 なのである。
したがって・漢字 の後 に平仮名 が続 いても,『洗 た く ・駐 とん ・円すい』
な どの場合 とは異 な るので ある。 これ らは,本 来 『洗濯 ・駐 屯 ・円錐』 と
漢字で書 かれていたのに対 し,そ の 『澤 ・屯 ・錐』 が 「当用漢 字表」 に掲
げ られ なかったた めに仮名書 きになったにす ぎないか らであ る。 また,『雨
が ・雨の ・雨 に ・雨 を』 などのよ うに,そ の漢字 の訓 の後 に加 わ る平仮名
も,送り仮名 とは異 な るのである。 こ うい う場台 のrが ・の ・に ・を』 は,
語 として別 の単位 であ り,漢 字その ものの訓 の一部 ではないか らである。
ところで,こ のよ うな送 り仮名で あるが,そ こに法則 性が見 られる こと
は,こ れが 「送 り仮名法」 の名称 で まとめ られてきた ことか らも明 らかで
ある。内閣告示r改 定送 り仮名の付 け方 」 もこの方針 で まとめてあ り,例
えぱ,次 のよ うな通則 が見 られるので ある。
通則1活 用 のある語(通則2を 適用す る語 を除 く。)は,活 用語 尾 を
送 る。
通則2活 用語尾以外 の部分 に他 の語 を含む語は,含 まれてい る語 の
送 り仮名 の付 け方 によって送 る.。
そのため,送 り仮 名の付 け方 は,表 記 の中でも極 めて法則的 な印象 を与 え
るものである。
しか しなが ら,「送 り仮名 の付け方」 が この よ うな通 則 に ま とめてある
として も,こ れがそのまま学 習に役立つ とは言 えないのであ る。そ の理 由
は,こ れ らの通則 が複雑 な例外を含 んでいるか らであ る、上 記二つ の通則
について見 て も,通 則1に 「通則2を 適用 する語 を除 く」 と注 され ている
とお り,通 則2は 通則1夢 例外 で ある。 それ ぱか りでな く,上 記 の通則
は,そ れぞれの通則の 「本則 」であ って,他 に 「例外 ・許容 」 の項 を持 つ
わ けで あるqこ れ につい てはナ次 の ように解説 されてい る。
本則 ……送 り仮名 の付 け方の基本 的な法則 と考 え られ るものをい う。
例外 …∵本 則 には合 わないが,慣 用 として行 われてい ると認 め られ る
もので あって,本 則に よらず,こ れに よる もの をい うじ
許容……本則 による形 とともに,慣 用 として行 われてい る と認 め られ
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るものであって,本則以外に,こ れによってよいものをい う。
これらの うち,小学校における送 り仮名の指導については 「許容」を採用
しないことr文部省初等中等教育局長通知」の とお りである。
ところで,通 則1に ついて見ると,特に語幹 の一部を送る 『慈 しむ ・少
ない』 などが例外であ り,特 に語幹の一部 を送 ってもよいとする 『表わ
す ・行な う』などが許容である。 しかも,例外その ものが下位の法則 によ
ってまとめられてい るとは限らないのである。例えぱ,通則1に ついて見
ると,例外の(1)と(2)は法則的である。しかし,(3)の方は,「次の語は,
次に示すように送 る」 として32の語が列挙 してあるだけである。 もしも,
通則1の適用 に当たって32の例外的表記を覚えなけれぱな らない とした
ら,余 り有効な法則 とは言えないのである。
実は,こ の通則1に 限 らず,送 り仮名そのものは,ど のようなまとめ方
をしても,例外 を設けなければ処理できない性質の ものなのである。それ
は,漢字1字 の訓で書き表す語とい う限られた範囲でまとめてみても,「慣
用」に個々的な要素が多 く,それをある程度重んじる限 り,例外規定 を設
けなければならないか らである。すなわち,送 り仮名法 とい うのは,そ れ
ぞれの語¢)表記 を個々に確定した後,そ こに見 られる共通性 を本則 とした
にすぎないのである。 したがって,学 習者の 立場から見れば,そ れぞれ
の語がどの通則のどの部分によってそうい う送 り仮名になるかとい うこと
を考えるよ りも,それぞれの語の漢字表記 を覚えるときに」々送 り仮名 を
付 けた形で覚える方がよいのである。 内閣告示 「改定送 り仮名の付け方」
は,あ る程度学習の進んだ段階で既習語の表記 を整理するときに有効だと
しても,初歩の学習者 にとっては余 り役に立たない性質の もの なの であ
る。
それならば,送 り仮名の付け方 という立場で学習に役立つ法則性が全 く
見 られないかとい うと,そ うではない。それは,次 のように並べた揚合に
見 られる法則性である。
帰る……帰 ら(ない)帰 り(ます)帰 っ(て)帰 る
帰れ(ば)帰 れ 帰ろ(う)
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変 え る……変 え(ない)変 え(ます)変 え(て)・ 変 える
変 えれ(ば)変 えろ 変 え(よ う)
それは,「 活用語 は,そ の漢 字の受 け持 つ部分 の読み方 を一定 に保 つ よ う
に送 り仮 名 を付 ける」 とい う浅則 であ る目。 これ によれ ば,『帰 ります』 と
い う表記 が號習 の揚合,[カ エッテ】の表記 が 『帰 って』であ り,逆 に 『帰
って』 が[カエ ッテ1だ とい うことが,導 き出せる ので ある。 しか し,同 じ
[カエル]の 送 り仮名 が 『帰 る』 の場合 に 『る』,『変 える』 の揚合 に 『え
る』 とな ることは,そ れぞれの語 の 活用 の違 い によるわ けであ る。 っ ま
り,こ の法則 は,文 法要素 としての活用 と密接 に関連 してお 凱 活用 その
ものの理解 に も役立 つのである・ この点で例外 となるのは,【コ ・キ目・ク]
とな る 『来 る』 や[エ ・ウ】となる 『得 る』 な どである渉,こ れ らもそれ ぞ
れの活用 がそのま ま表記 に現 れているにす ぎないので ある。
送 り仮 名の付 け方 に見 られ るもう一 つの役立 つ法則性 とい うのは,次 の
よ うに並べた揚合 に見 られ るもので ある。
縮む 縮 める 縮 まる 縮 れ る 縮 らす
薄い 薄 める 薄 まる 薄 れ る.薄 らぐ
それ は,「 派生語 は,そ の漢字の受 け持 つ部分の読み方 を一定 に保 つ よ う
に送 り仮名 を付 ける」 とい う法則 で ある。 これ によれ ぱ,『縮 む』 とい う
表記 が既習の場合,[チジマル]の表記 が 『縮 まる』 であ り,逆 に 『縮 ま る』
が1チ ジマル1だ とい うこ とが,導 き出せ るのである。 しか し,『縮 い ・薄
らす』 とい う形 がない とい うことは,そ れ らの語 が 日本語 として存 在 しな
いか らなのである。その点 では,『教え る ・教 わ る』『陥る ・陥れ る』 な ど
の例外 的存在 も,派 生 関係 がそのまま表記 に現 れてい るた め の 例 外 で あ
る。『明 ける ・明 るい』『悔 いる ・侮 しい』 な どは,そ れぞれ を全 く別 の語
と見 るたあの例外 なので ある.
ただ し,こ の種 の派生 関係 を動詞 か ら名詞 に転 じた ものにまで及 ぼそ う
とす る と,・例 外的 要素が多 くなる こと,次 の とお りである。
絹む1組 帯 ぴる ノ帯
消す/消 印 替 える!両 替 割 り引 く/割 引
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す なわ ち,動 詞 ど名詞 とは別 の語 と考 えた方 が よいので ある。そ の点にっ
いては,「 改定送 り仮名 の付 け方」 に も,次 の よ うな注意が見 られ るので
あ る。
.ここに掲 げた 『組』 は,『花 の組』,『赤 の組』 な どの よ うに使 った場
合 の 「くみ」 で あ り.例 えぱ,『活字 の組みが ゆるむ。』な ど として使
う場合 の 「くみ」 を意 味す るものではない.
す なわ ち,「動詞 の意識 が残 っているよ うな優い方 の揚合Jに 「送 り仮名」
を付け るとい うのは・表記 の違 いが語 の特質 の違 いを示す こ とに もなるの
で ある。
また,上 記 の ような法則 が見 られるか らとい目って,発 音 を知 っている語
に客易 に送 り仮名 が付 け られ る と考 えてはな らない のである。[カ ワル1・に
『変』 を用 い る場 合 『変わ る』 とな ることは,こ れが佃変 える』 と派生関
係 にあるためであるが,こ のこ とを[カワル1だけか ら見抜 くこ とはできな
いので ある。逆 に,送9仮 名 の付い た漢字表記が容 易 に音声化 できると考
えてもい けない のである騎『下』 とい う漢字 の訓 に 「さが る ・くだ る」 が
あ るこ とを知 ってい ても,『下 る』 を[ク ダル】とす るためには,[サ ガル]
が1サゲル1との関係で 『下が る』 になることを知 っていな けれ ばならない
のである。『通』 の訓 に 「とおる ㌔か よう」 が あって も,『通 って』 が[ト
ーッテ]か1カ ヨッテ]か は・前後 の意味か ら考 えなければ な らない ので あ
る。また,こ うい う特別 の揚 合 を除いて も,漢 字 に送 り仮名の付い た形 が
アクセ ～ トを表 さない こと,他 の揚合 と同 じであ る。その点では,ど う読
むかの訓 が確定 して も正 しく音声 化で きるとは限 らない こと,こ れ もまた
やむをえないので あるQ
6,結 語
以上で,表記に見 られる法則性についての概観を終わることにする。 し
かし,このようにまとめてみても,日本語の表記が複雑なことは否定でき
ないのであるpそ のた醐 学習者の負担を多少なりとも軽減 しようという
意図か ら,ある程度の法則を最初から教える方がいい ということも考えら
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れるので ある。
しか しなが ら,こ こでま とめた程度 の法則 でさえ,こ れ を法則 の形 でそ
の まま与 える ことは・厳 に慎 まなけれ ばな らないのであ る。 この種 の法則
は,法 則 として習得すべ き性質のものではないのである。す なわ ち,表 記
とい うのは,語 を単位 として一つ一 つ習得 してい くべ きものであ 窮 法則
の方 は,既 習例 が増 え るに従って,学 習者 自 ら悟 るべき 性質の ものであ
る。その揚合 に,そ れぞれの法則 が法則 の形で記述 できな くて も,そ うい
うことは差 し支 えないのである。 この こ とは,表 記 の揚合 だけでな く,文
法の商 にっいて も言われている とお りである。
ただ し,そ れは,教 育す る側におい て,こ の種 の法則 に関す る知識 が不
必要 だ とい うこ とではない のである。教育 の立場では,学 習者 自らそのよ
うな法則 を悟 る手助 けをす ることが好 ま しいか らであ り,そ れ には,法 則
性 を法則 の形 で再認識 してお くことが必要 だか らである。 この小諦 で取 り
上 げた法則 とそれに対 す る考 え方が,そ うい う面 で役立 つ ことを望 む もの
であ る。
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